
第三種郵便物認可　平成19年４月１日（日曜日）中小企業タイムズ（3）

sデータから見た

業界の動き
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成19年２月分）
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業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
繊
維
工
業
／
得
意
先
か
ら
の

発
注
時
期
が
重
な
り
、
そ
の

う
え
短
納
期
の
た
め
に
、
生

産
が
追
い
つ
か
な
く
、
断
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。ま
た
、

プ
リ
ン
ト
の
復
活
な
ど
新
た

な
設
備
投
資
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

●
家
具
製
造
業
／
金
利
の
上
昇
、

株
価
の
下
落
に
よ
り
景
気
の

先
行
き
に
不
安
が
あ
る
。

●
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
／
年
度

末
工
期
の
公
共
事
業
が
順
調

に
消
化
さ
れ
た
が
、
受
注
量

全
体
の
低
下
で
出
荷
も
伸
び

ず
、
前
年
の
93
％
程
度
で
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
型
物

件
の
受
注
も
な
く
、
今
後
の

出
荷
に
期
待
が
で
き
な
い
。

●
貴
金
属
製
品
製
造
／
地
金
価

格
が
高
い
ま
ま
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
や
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
よ
り
各
社
の

受
注
ロ
ッ
ト
は
少
な
い
傾
向

に
あ
る
。ま
た
、輸
入
品
の
増

加
も
あ
り
、
製
造
各
社
厳
し

い
経
営
状
況
で
あ
る
。

■
非
製
造
業
 

●
衣
料
品
卸
売
／
春
物
が
は
じ

ま
り
、
仕
入
が
上
昇
す
る
か

に
思
わ
れ
た
が
、
価
格
帯
の

低
い
商
品
し
か
動
か
ず
、
高

額
商
品
は
ロ
ッ
ト
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
収
益
は

改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

●
食
料
品
小
売
／
食
肉
の
小
売

り
と
外
食
関
係
へ
の
卸
売
り

共
に
低
調
。
ユ
ー
ロ
高
の
影

響
で
、
輸
入
豚
肉
の
価
格
が

高
騰
し
て
い
る
。

●
自
動
車
小
売
／
高
級
車
及
び

軽
自
動
車
は
売
れ
行
き
が
順

調
で
あ
る
が
、
小
型
車
は
各

社
苦
戦
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

収
益
で
見
る
と
昨
年
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
状
況
。
人
口
減

に
よ
る
購
買
層
の
減
少
に
対

す
る
対
策
は
急
務
で
あ
る
。

●
石
油
小
売
業
／
２
月
期
は
原

油
コ
ス
ト
の
下
落
と
円
安
が

進
み
、
元
売
り
は
若
干
の
値

下
が
り
と
な
っ
た
が
、
各
小

売
店
は
経
費
の
未
転
嫁
分
が

あ
る
た
め
、
小
売
価
格
は
変

化
し
て
い
な
い
。

●
宿
泊
業
／﹁
風
林
火
山
﹂の
良

い
影
響
に
よ
り
、
売
上
げ
は

や
っ
と
前
年
並
み
と
な
っ
た
。

●
鉄
構
工
事
／
県
内
の
建
築
物

件
が
少
な
く
、
多
く
の
組
合

員
が
稼
働
率
を
落
と
し
て
い

る
。
大
手
は
他
県
の
物
件
で

し
の
い
で
い
る
が
、
地
元
密

着
の
組
合
員
は
、量
・
単
価
共

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

●
管
工
事
／
年
度
末
と
な
り
、

多
少
物
件
は
出
て
き
て
い
る

が
、先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
。

●
輸
送
業
／︵
バ
ス
︶暖
冬
の
影

響
に
よ
り
仕
事
量
が
少
な
い
。

単
価
も
低
下
し
て
お
り
、
会

社
運
営
は
非
常
に
厳
し
い
。

　︵
ト
ラ
ッ
ク
︶暖
冬
の
影
響
に

よ
り
石
油
等
の
需
要
が
落
ち

込
み
、
輸
送
量
も
大
幅
な
減

少
と
な
っ
て
い
る
。



 

平
成
 19
年
度
の
見
通
し 

●
食
料
品
製
造
／
少
子
高
齢
化

の
影
響
と
菓
子
業
界
の
不
祥

事
の
影
響
が
県
内
企
業
に
も

及
ぶ
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

●
貴
金
属
製
造
／
宝
飾
品
市
場

の
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
や
、
輸
入
品
の

増
加
に
よ
っ
て
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

●
機
械
器
具
製
造
／
忙
し
く
は

な
る
と
思
う
が
、
ロ
ッ
ト
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
収
益
の

確
保
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

●
鉱
業
／
製
造
原
価
を
低
く
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
出
荷
が

好
調
と
な
っ
て
も
、
収
益
の

好
転
は
望
め
な
い
。

●
卸
売
業
／
再
度
、
中
小
企
業

の
再
編
が
始
ま
る
と
の
見
方

が
強
く
、
本
来
小
回
り
の
効

く
中
小
企
業
の
活
力
は
停
滞

気
味
で
あ
る
。

●
宿
泊
業
／
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
の
放
映
、ま
た
、風
林
火
山

博
な
ど
に
よ
っ
て
県
外
か
ら

の
観
光
客
誘
致
に
若
干
期
待

が
も
て
る
が
、
各
社
収
益
は

厳
し
い
。

●
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
／
中
央
は

景
気
見
通
し
が
良
い
と
の
こ

と
で
あ
る
、
地
方
の
見
通
し

は
暗
い
。

●
職
別
工
事
業
／
平
成
19
年
度

も
業
界
内
で
明
る
い
話
題
は

出
て
い
な
い
。
公
共
工
事
は

予
算
ベ
ー
ス
で
３
％
程
度
減

額
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
過

当
競
争
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

近
年
の
ワ
イ
ン
消
費
動
向
は
？

　
ワ
イ
ン
の
消
費
量
は
ブ
ー
ム
の
度
に
着
実
に
増
加
し
て
い
き
、

平
成
10
年
の
第
４
次
ブ
ー
ム︵
健
康
食
品
ブ
ー
ム
︶の
際
は
赤
ワ

イ
ン
に
含
有
さ
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
注
目
さ
れ
た
こ
と
で
、

出
荷
量
、消
費
量
と
も
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。翌
年
は
ブ
ー

ム
の
反
動
か
ら
徐
々
に
減
少
し
た
も
の
の
、
ピ
ー
ク
時
以
前
と

比
較
す
れ
ば
高
い
水
準
で
、ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
製
造
量
で
は
、
山
梨
県
が
全
国
に
対
し
約
35
％
を
占

め
1
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

業
界
の
現
況
と
今
後
の
展
望

　
一
昔
前
と
比
べ
、
家
庭
で
ワ
イ
ン
が
頻
繁
に
飲
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
、
比
較
的
手
頃
な
千
二
百
〜
千
三
百
円
の
ワ
イ
ン
が
売

れ
筋
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
は
そ
の
価
格
帯
を
２
、３
千
円

台
へ
シ
フ
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
価
格
が
多
少

高
く
て
も
品
質
が
良
く
、
消
費
者
が
そ
の
価
格
に
妥
当
性
が
あ

る
と
納
得
さ
え
す
れ
ば
購
入
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
本

組
合
で
は
３
年
ほ
ど
前
か
ら
、山
梨
大
学
、山
梨
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
共
同
で
新
商
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。国
産
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
と
し
て
、県
産
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン

ド
と
品
質
水
準
の
向
上
に
努
め
、
消
費
者
の
方
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
商
品
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
内
ワ
イ
ン
の
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、辛
口
を
中
心

に
味
に
厚
み
と
香
り
な
ど
個
性
を
持
た
せ
た
甲
州
ワ
イ
ン
を
多

数
展
開
し
、消
費
者
の
方
に
は
多
様
な
商
品
か
ら
自
分
好
み
の
ワ

イ
ン
を
探
し
出
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

業
界
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　
毎
年
11
月
、東
京
・
日
比
谷︵
文
化
の
日
︶と
甲
府
・
小
瀬︵
県
民

の
日
︶で
県
産
ワ
イ
ン
の
P
R
活
動
の
一
環
と
し
て﹁
新
酒
ワ
イ

ン
ま
つ
り
﹂を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
20
年

を
迎
え
、毎
年
県
内
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
出
展
し
、大
変
な
人
気

を
博
し
県
産
ワ
イ
ン
の
魅
力

を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
3

年
前
か
ら
山
梨
の
ワ
イ
ン
消

費
拡
大
を
狙
っ
て
、﹁
県
産
ワ

イ
ン
・
試
飲
商
談
会
﹂
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
他
に
、

山
梨
県
主
催
で
国
際
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、国
産

ワ
イ
ン
の
品
質
と
認
知
度
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

多くの人でにぎわう「新酒ワインまつり」

　平成19年2月の月次景況調査（情報
連絡員報告）の結果、「製造業」のＤＩ
値は、売上高－35ポイント（対前月±0）、
収益状況－20ポイント（対前月＋5）、
景況感－25ポイント（対前月＋5）と、
売上高については過去一年間の中で
最も悪い数値のまま推移。 
　「非製造業」のＤＩ値については、売
上高－36ポイント（対前月＋7）、収益
状況-30（対前月＋16）、景況感－33（対
前月＋20）と多少回復を見せている。
　各情報連絡員に対して「来年度に向
けての見通し」について調査を行った
ところ、楽観的な意見は皆無で、平成
19年度も厳しい状況が続きそうだとの意見が大半を占めている。

■製造業（DI値の推移）

■非製造業（DI値の推移）

■合計（DI値の推移）
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